
        
 
                                 
 
 

 

 御休小学校と一緒に泊を伴

っての海の学校。往路では雨

足が激しく、予定どおり活動

できるか心配しましたが、渋

川に到着すると雨はあがり、

徐々に天候は回復、強い日差

しに包まれました。大規模校

を含む４校が同宿でした。開

所式は２７８人の児童が集い、

中田真里菜さんが角山小を紹

介しました。大きな声で明瞭

に発表し、大きな拍手をもら

いました。お馴染みのカッター

研修では、音をあげずに息を

そろえることができたのでし

ょう、いつになく遠方まで漕

ぎ出させてもらっていました。

地引き網では、魚が１匹も入 

りませんでした。瀬戸内の環境破壊と自分たちにできることについて考えさせられました。めったに経

験することのない２日間の研修で学んだことは思い出となったことでしょう。これからの学校生活で

も、海の学校で学んだ「秩序・友情・実践」を発揮してくれると期待しています。 

 

 

 

海の学校と同様、御休小学校と一緒に１泊しました。

入所してまず行ったのは採火活動。「自立・協同・友愛・

奉仕」の心に火を着けます。火おこしは「まいぎり式」で

各校が種火をつくります。力が必要なわけではありま

せんが、ハンドルを持つ２人の息を合わせることが重

要で、ハンドルを持っていない児童の掛け声や応援の

支えも重要です。角山小児童５人は声の大きさでは 

他校にのまれそうでしたが、他校は種火ができるとドンドン応援に来てくれ、

その応援の中、種火を起こすことができました。仕上げは下野先生がフイゴで

空気を送り（以前は竹筒を吹いていましたがコロナ禍以降フイゴに変更されま 

した）、炎となりました。山の天気は移ろいやすく、雷やら豪雨やら…

予定の変更はありましたが、貴重な自然体験ができました。キャンプ

ファイヤーはキャンドルサービスとなりましたが、他校に角山小クイズ

を出したり、他校とバースデーチェーンを行ったりして交流しました。

ネイチャーワークでは、スタート直後から道に迷ったようですが、スタ

ートまで戻って出直し、その後は順調にゴールしました。  

 令和５年度 

７月号 

岡山市立角山小学校 
 ＴＥＬ ２９７－２３７８ 
 ＦＡＸ ２９７－２３１８ 



 

 

 

 角山の田んぼでは、この時

期、田植えの風景が見られま

す。直まきが増える中、とて

も貴重な体験が、地域の方

のご厚意でできています。 

 田植え前には１・２年生

がどろんこ遊びを体験し

ました。幼児期に必要な

感触遊びとなるだけで

なく、足をとられないよ 

う調整する力も養われ、田植えの準備となります。 

 田植え体験は全校で毎年行っています。苗床から苗

を１株量に分けるまでは大人が行います。分けられた

苗を紙コップに入れて持ち、１列で整列。田引きロー

プを使って大勢で植えるので、合図に合わせて動き

ます。①教頭先生の太鼓の合図に合わせて各々が植

えます→➁上級生は下級生が上手くできているか確

認・支援します→③田引きロープを移動させるので、

校長先生の笛の合図で１歩下がります→④田引きロ

ープが移動します→①から繰り返します。どろんこ遊

びを経験した低学年も上手く身をこなしていました。 

 学校のすぐ前の田んぼです。稲が大きく育ち、稲穂

が頭を垂れるほど実るのが楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員の方々と授業を参観した後、本年度の教育活

動や地域協力について確認させていただきました。 

新型コロナウイルス感染症の扱いがかわったこと

で、今後の教育活動も昨年度とはかわりますが、今年

度は特に、ポストコロナ時代を鑑みて見直しながら試

行的に行い、委員の方々にご意見をいただきながら、

よりよくしていくこととなりました。 

毎月第３日曜日は「家庭の日」です。
家族そろって夕食をとりましょう。（県
青少年育成県民会議） 


